
量子力学 II レポート課題 I　解答例　　担当；加藤雄介

問題 1.1
まず方針として、Hn(ξ)からHn+1(ξ)を作る演算子とHn(ξ)からHn−1(ξ)を作る演算子を構成す
る。(1.51)の両辺を微分すると
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を得る 次に (1.51)において n → n + 1としたものを以下のように変形する
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を得る. (2)と (3)からHn+1(ξ)を消去すると
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を得る (4)の両辺に
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を作用させると

(
− d

dξ
+ 2ξ

)
dHn(ξ)

dξ
= 2n

(
− d

dξ
+ 2ξ

)
Hn−1(ξ) = 2nHn(ξ) (5)

を得る。二番目の等号では、(2)（において n → n − 1としたもの）を用いた。(5)の最左辺と最
右辺を整理すると
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を得る（証明終わり）

問題 1.2
まず (1.55) の右辺において (4)を用い,さらに部分積分と (2)を用いると
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を得る　初期値
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と漸化式 (8)を合わせて
In = 2nn!π1/2 (10)

を得る。

問題 1.3
講義プリント参照。
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